
 

 

     飛騨市教育委員会の権限に属する事務の管理及び      

     執行の状況の点検及び評価の結果 

 

１ 点検及び評価を行った期日     平成２９年８月３１日（木） 

 

２ 点検及び評価の会議を行った場所  飛騨市役所 西庁舎３階 会議室１ 

 

３ 点検及び評価を行った会議     平成２９年第７回教育委員会 

 

４ 点検及び評価を行った会議に出席した者 

  （飛騨市教育委員会） 

    教育長 山本 幸一 

    委 員 田口 力三 

    委 員 泉  正樹 

    委 員 吉木 直美 

    委 員 松井 芳嗣 

  （説明のため出席した飛騨市教育委員会事務局職員） 

    事務局長   清水 貢 

教育総務課長 谷尻 孝之 

    学校教育課長 下出 尚弘 

    生涯学習課長 岸懸 貴則 

    文化振興課長 大庭 久幸 

 

５ 点検及び評価の対象事務  

   飛騨市教育委員会の権限に属する平成２８年度の事務 

 

６ 点検及び評価の方法 

   飛騨市教育委員会事務点検評価実施要領（平成２１年飛騨市教育委員会訓令第１号）第３条の規定によ

り、飛騨市教育委員会事務局各課が第１次評価した「飛騨市教育委員会事務点検評価資料」により、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条第２項の規定に基づく飛騨

市教育委員会事務点検評価委員会を開催し、教育に関し学識経験を有する者からの意見聴取を行った後、

平成２９年８月３１日開催の平成２９年第７回教育委員会において、平成２８年度の飛騨市教育委員会の

権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価を行った。 

 

７ 飛騨市教育委員会が飛騨市教育委員会事務点検評価委員会に意見聴取を行った 

 期日及び場所 

             第１回 期日 平成２９年８月７日（月） 

                 場所 飛騨市古川町公民館 ２階研修室 

             第２回 期日 平成２９年８月２２日（火） 

                 場所 飛騨市古川町公民館 ２階研修室 



 

 

 

８ 飛騨市教育委員会事務点検評価委員会の飛騨市教育委員会に対する意見 

   飛騨市教育委員会の権限の属する平成２８年度事務の点検及び評価については、飛騨市教育委員会事務

局各課が行った第１次評価のとおりであることを認める。 

 

 

９ 点検及び評価の結果 

   別紙「平成２９年飛騨市教育委員会事務点検評価結果」のとおり



 

 

 

 

 

 

平成２９年飛騨市教育委員会事務点検評価結果 

 
 

 

 

   平成２８年度教育委員会の活動状況 点検評価シート    

   平成２８年度事務事業の執行状況  点検評価シート    
 

 

 

 

 

飛騨市教育委員会 
 



 

 

点 検 評 価 一 覧 表 

担 当 課 事  務  事  業  名 評価 事業番号 

教 育 総 務 課 

１ 教育委員会活動、教育委員会事務点検評価委員会活動 Ａ １ 

２ 小中学校体育館非構造部材耐震補強事業 Ａ ２ 

３ 飛騨市育英基金貸付事業 Ａ ３ 

４ スクールバス運営事業 Ａ ４ 

５ 学校給食事業 Ａ ５ 

学 校 教 育 課 

６ 「ふるさと飛騨市」改訂版作成事業 Ａ ６ 

７ ふるさと教育推進事業 Ａ ７ 

８ 教職員研修事業 Ａ ８ 

９ 教科専門性・学力向上事業（学力向上プロジェクト事業） Ａ ９ 

10 部活動各種大会補助金 Ａ １０ 

生 涯 学 習 課 

11 生涯学習推進事業 Ａ １１ 

12 公民館管理運営事業 Ａ １２ 

13 公民館講座等開催事業 Ａ １３ 

14 家庭教育学級 Ａ １４ 

15 青少年育成推進事業 Ａ １５ 

16 高齢者学級開催事業 Ａ １６ 

17 スポーツ推進事業 Ａ １７ 

18 体育施設管理運営事業 Ａ １８ 



 

 

担 当 課 事  務  事  業  名 評価 事業番号 

文 化 振 興 課 

19 文化芸術事業の振興 Ａ １９ 

20 図書館機能の充実事業 Ａ ２０ 

21 ユネスコ無形文化財登録推進事業 Ａ ２１ 

22 「君の名は。」企画展開催事業 Ａ ２２ 

 



 

 

様式第１号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １) 

                                                           飛騨市教育委員会  

項 目 実 績 成 果 ・ 課 題 
１次 

評価 

教育委員会 

会議の状況 

会 議 
【審議件数】 議案 ４８件、報告  ６件 

       承認 １２件、合計 ６６件 

 学校経営を始めとする教育全般(生涯学習・文化)につい

て議論と審議を重ね、飛騨市の教育行政の資質向上に努め

た。 

Ａ 

協議会 

【開催回数】 １０回 

【主な内容】 

・飛騨市立中学校卒業生の進路先について 

・全国学力・学習状況調査の結果について 

・教育委員会予算の方針と主要事業について 

・各種後援名義等の使用許可報告について 

教育委員会会議としての議案以外の諸課題、報告案件に

ついて協議を重ね、市が目指す教育行政について、より良

い方向付けを図ることができた。 

事務点 

検評価 

委員会 

【事務点検評価委員会の開催】 

・日時 平成２８年８月９日、２４日 ２回開催 

・内容 教育委員会事務局が行った第 1 次評価に対する

審議と意見聴取 

【事務点検評価の最終評価】 

・平成２８年８月３０日開催、平成２８年第８回教育委

員会において最終評価 

・議会への報告 平成２８年９月２日 

 教育委員会の事務事業の内容について点検、評価するこ

とで、問題点を見つけ出し改善することで、その結果を次

年度の施策につなぐ取り組みとなった。 

調査活動の状況等 

・小中学校の入学式、卒業式への参列 

・小中学校の学校訪問 

・小中学校の運動会、体育祭の参観 

・教育委員会委員研修の実施 

 授業参観等の学校行事へ参加し、教育現場での児童生徒

や教職員の課題等の実態を把握することで、教育委員会委

員としての資質向上に努めた。 

Ａ 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２) 

                                                      飛騨市教育委員会・教育総務課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 １次 

評価 実 績 成 果・課 題 

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備 

学
校
施
設
の
整
備
（
小
中
学
校
整
備
事
業
） 

 

○小中学校体育館非構造

部材耐震補強事業 

 

・各小中学校の体育館につ

いて、天井材や照明設備

等の非構造部材の耐震

化を図る。 

教
育
総
務
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ７,２４１千円 

 

（耐震補強工事） ５,６１６千円 

○山之村小中学校体育館非構造部材耐震

化工事 

・ガラス剥落飛散防止フィルム設置工事 

・照明設備改修工事 

 

 

（事業費設計）  １,６２５千円 

○古川地区小中学校体育館非構造部材耐

震化設計委託 

 

○河合・宮川・神岡地区小中学校体育館非

構造部材耐震化設計委託 

 

 

・平成 28年度では、手つかずの非構造部材

耐震化について山之村小中学校の体育館

の整備を実施。残りの小中学校について

は、設計業務を発注し概算費用を算出し

た。 

 

・平成 30年度予算化(国庫補助)に向けての

全体計画を策定し、事業を推進している。 

 

   

○非構造部材未耐震施設 

 ・古川小学校体育館 

 ・古川西小学校体育館 

 ・河合小学校体育館 

 ・神岡小学校体育館 

 ・古川中学校体育館 

 ・神岡中学校体育館 

 

○概算全体事業費 ２０３,０００千円 

 

・宮川小学校体育館は建設時に対応済み 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ３) 

                                                      飛騨市教育委員会・教育総務課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 １次

評価 実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

将
来
を
担
う
人
材
育
成
（
飛
騨
市
育
英
基
金
貸
付
事
業
） 

 

○飛騨市育英基金貸付事

業 

 

・飛騨市の将来を支える若

者が、財政的な心配な

く、勉学に励む目的で設

立された制度。 

教
育
総
務
課 

 

〔Ｈ２８基金総額額〕３４９,１８９千円 

 

 

貸付総額     ３２１,２６２千円 

現  金      ２７,９２７千円 

H28 貸付額(64 件)  ３７,０８０千円 

H28 償還額(151 件)  ４６,２６９千円 

 

 貸付件数 64件の内、新規案件 24件 

 

・奨学資金返済時における負担が全国的に

社会問題になりつつあることを踏まえ、

平成 29 年度貸付分から低所得者向けの

給付型制度を新設した。 

 

・本制度を実施するにあたり、今後も安定

した基金運営が行われるよう、今後 10年

間の所要額を目途に、原資の積み増し等

の検討を行う必要がある。 

 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ４) 

                                                      飛騨市教育委員会・教育総務課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 １次

評価 実 績 成 果・課 題 

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
整
備
運
営
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
事
業
） 

 

○スクールバス運営事業 

 

・小中学生における登下校

の運送のほか、フリーパ

スとして市民にも利用

されている。 

・老朽化したスクールバス

を更新基準（購入後 15

年以上経過・走行距離 20

万㎞以上）に従い、更新

購入し、安全・安心な通

学手段の確保を図って

いる。 

教
育
総
務
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕    ９５,９１８千円 

 

○スクールバス運行委託 ７６,７２７千円 

 

○フリーバス運営事業 

 ・利用回数 34 回 利用人数 769 人 

 

○車両購入費      １７,２８０千円 

 ・29 人乗りマイクロバス ２台 

   古川５号車(畦畑線) 

   神岡１号車(麻生野線) 

 

・スクールバス運営事業は、単に小中学生

の登下校の運送や学校行事、部活動の運

送だけではなく、車両が空いた時間には

フリーバスとして市民にも利用されてい

る。計画的に車両更新を図り、平成 28年

度において 29 人乗りマイクロバス２台

を更新した。 

 

・現在 23台(うちタクシー５台)あるスクー

ルバス車両については、車両更新計画に

基づいた更新を行うこととしている。ま

た、フリーバスの運行についてもフレキ

シブルに対応し、利便性の確保に努めた。 

 

・平成29年度より、従来の夏休み中のプー

ルバスのほか、各学校で定める補完学習

日における通学費負担を軽減するため、

新たに５日間を限度にスクールバスを運

行することとした。 

 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ５) 

                                                      飛騨市教育委員会・教育総務課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 １次

評価 実 績 成 果・課 題 

地
域
の
食
文
化
を
活
か
し
た
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供 

 
 
 

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供 

 
 
 

学
校
給
食
施
設
の
整
備
運
営 

 

○学校給食事業 

 
・安全・安心な学校給食の提供 

 

・学校給食施設の整備運営 

教
育
総
務
課 

 

○安全・安心な学校給食の提供 

１４２,２０５千円 

（主な内訳）  

・賃金（７人）・燃料費・光熱水費 

・古川給食センター負担金 

（給食延べ食数） 

神岡給食センター  １１３,８８７食 

河合給食センター   １５,９２８食 

山之村小中学校調理場  ５,４３７食 

（参 考） 

 古川国府給食センター ３３８,１８４食

（古川町部分のみ） 

 

○給食施設の整備運営  １,０４９千円 

  修繕料         ８４４千円 

  備品購入費       ２０５千円 

 

○給食費特別会計   ３４,８３４千円 

 

・食中毒等の大きな事故が無く、安心安全

でおいしい給食を提供した。アレルギー

対応食の提供も行っており、安定して学

校給食を提供するためには調理員の確保

が重要であるが、近年、アレルギーを持

つ子どもが増えつつあり、その対応に苦

慮している。 

 

・日々のメンテナンスとともに、早めの修

繕や部品交換により衛生上及び作業上の

安全に努めているが、厨房機器の計画的

な更新を行うため、優先順位を踏まえた

更新計画を策定する必要がある。 

 

・調味料や食材の値上がりにより、限られ

た予算内での給食提供は厳しいものがあ

るが、メニューの工夫や調理方法の改善

等の努力により、安全・安心な学校給食

の提供が行われた。 

 

・非常に手間のかかるアレルギー食につい

ても、きめ細かく対応している。 

(H29 年度神岡給食 12 人 河合２人) 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ６) 

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な
心
づ
く
り
・
健
や
か
な
身
体
づ
く
り
の
推
進 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
の
育
成 

 

○「ふるさと飛騨市」改訂

版作成事業 

 

現行の小学校社会科資

料「ふるさと飛騨市」を発

刊し７年が経過し、内容の

見直しを機に「ふるさとの

宝探し、光探し、自慢づく

り」の観点から、小学校の

みならず中・高生、一般市

民にも親しく読むことが

できる内容・構成に改訂編

集するため、平成28年度飛

騨市学習資料作成検討委

員会を設置し、改訂内容に

ついて検討を行う。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 １５千円 

 

「ふるさと飛騨市」改訂版作成のため、 

委員 12 名による作成検討委員会を４回 

開催した。 

 

○４回の委員会の実施内容 

・第１回 ８／３１ 

 改訂版の編集方針と編集概要等の確認 

 

・第２回 ９／３０ 

 目次項目の配列についての検討 
   ＊小学校社会科教科書の内容を踏まえ 

 

・第３回 １１／１ 

 目次細案の作成 

 

・第４回 １２／１ 

 目次細案の最終確認 

 次年度の編集作業計画 

 

・地域の歴史や民俗文化に造詣の深い学識

経験者を委員に選任したことで、幅広い

視点からの見直し作業ができた。 

 

・小学校社会科教科書の目次配列をもとに

目次細案を立てたことで、教師や児童が

活用しやすい構成となった。 

 

・平成29年度は飛騨市学習資料作成検討委

員会委員12名により、原稿の執筆・資料

収集等を行い、平成29年度末に「ふるさ

と飛騨市」改訂版を発刊する予定である。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ７) 

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な
心
づ
く
り
・
健
や
か
な
身
体
づ
く
り
の
推
進 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
の
育
成 

 

○ふるさと教育事業 

 

子ども達の地域づくり

への参加を通じ、そこで生

きる人々の姿、考え方を学

ぶ活動を実現するため、従

来の特色ある学校教育振

興事業を深化させて地域

に根ざした「ふるさと教

育」を推進する。 

 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ４，４０５千円 

 

（各学校の活動実施内容） 

・古川小  古川の伝統･文化を知る活動 

町探検、米づくり体験 

・古川西小 郷土料理体験活動、黒内果樹 

園体験活動、ふるさと発見遠足 

・河合小  歌舞伎･匠太鼓体験活動、地域 

に伝わる盆踊り学習 

・宮川小  ﾅﾁｭｰﾙ宮川宿泊体験(そば打ち･ 

郷土料理体験等)、古大尽体験 

・神岡小  春慶塗･木のベンチづくり、太 

子踊り体験、ﾚｰﾙﾏｳﾝﾃﾝﾊﾞｲｸ体験 

・古川中  市内企業訪問研修、地域社会人 

職業講話、ふるさと版画作品 

・神岡中  職場体験学習、ｶﾐｵｶﾝﾃﾞ見学、 

ふるさと合同版画制作 

・山之村小中  船津座公演(山っこ獅子･きつね 

つり)、寒干し大根作り、山菜 

採り･加工･販売 

 

・平成28年度より企画課所管から学校教育

課所管に移行したことで、学校指導現場

と直結し、より深化したふるさと学習活

動を行うことができた。 

 

・活動に必要な事業費を節別執行とし、学

校別管理から学校教育課管理に移行した

ことで予算の学校間における過不足の調

整が可能となり、きめ細かい事業費の充

当が可能となった。 

 

・各校の事業計画に基づき、予算の範囲内で

基準配分し、市内小中学校８校の地域に根

ざした特色あるふるさと学習活動を支援す

るとともに、その取組が保護者・市民に広

く理解されるよう情報発信に努める。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ８) 

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進 

教
職
員
の
指
導
力
向
上 

 

○教職員研修事業 

 

子どもたち一人一人の成

長を支えて可能性を伸ば

し、学力を向上させる視点

を大切にしながら、教職員

研修を充実し、教職員の資

質・指導力の向上を図る。 

 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 １，７０７千円 

 

教職員の指導力や様々な教育課題に対 

応する力を高めるため、専門講師を招き

研修会を 12 回開催。 

（教員、学校司書、児童生徒支援員対象） 

 

①第 1回指導力向上講座  5/24 12 名 

②第 2回指導力向上講座  6/ 1 20 名 

③第 3回指導力向上講座 7/ 4 13 名 

④第 4回指導力向上講座 10/14 23 名 

⑤夏季講座(学級経営)    8/ 3  14 名 

⑥夏季講座(発達障がい)  8/ 3  15 名 

⑦夏季講座(情報教育)    8/ 4   8 名 

⑧夏季講座(防災教育)    8/ 4  11 名 

⑨教育実践研究論文講座  8/ 5  12 名 

⑩児童生徒支援員研修  6/17･20 20 名 

⑪第 1回学校司書研修    6/30   6 名 

⑫第 2回学校司書研修    9/28   7 名 

 

参加者総数 161 名 

 

・教員だけでなく児童生徒支援員、学校司

書、校務員など児童生徒の学習と学校教

育環境を支えるあらゆる職員が研修を積

むことができたことで、総合的に学校教

育力の向上に繋がり、自校の学力向上の

結果にも結びついている。 

 

・今後、次期学習指導要領の全面実施（小学

校H32、中学校H33 ）を踏まえ、児童生徒

の主体的な学びにつながる体験学習の充

実を図りたい。具体的には、小学生高学

年を対象に、退職理科教員を講師に、市

内の自然資源を活用したフィールドワー

ク学習を実施する。また、中学生を対象

に、ＡＬＴ（外国語指導助手）を活用し

て、ふるさとのよさや魅力等を英語でプ

レゼンテーションする作品づくりに取り

組む。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ９) 

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進 

教
職
員
の
指
導
力
向
上 

 

○教科専門性・学力向上事

業（学力向上プロジェク

ト事業） 

 

市教育委員会より指定

された指導方法改善研究

校が、市の学習習慣確立指

針を踏まえ、全国学力・学

習状況調査（国）および標

準学力調査（市）の結果分

析を基に、指導方法改善の

研究を推進し、実践を公表

会で発表する。公表会へは

市内小中学校の全教員が

参加し、各校における各教

科の指導計画と指導方法

の改善につなげる。また、

小中合同の教科研究会を

通して、小学校から教科専

門性の向上を図り、児童生

徒の基礎学力の定着に資

する。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ２，２４１千円 

 

○教科専門性・学力向上事業 

３００千円 

・平成28年度は、山之村小中学校を研究校

に指定し、研究主題に基づいた授業実践を

積み重ね、その成果について10月４日の公

表会で明らかにした。 

 

○飛騨市標準学力調査 

          １，９４１千円 

・実施日  平成29年1月17日～20日 

・対象者,調査内容 

小学校 1,123人（国語/算数/理科 ※

１･２年生は国語/算数のみ）  

中学校   722 人（国語/数学/理科） 

 

・山之村小中学校を研究校に指定し、実践

公表会・市内小中学校全教員の参加によ

る小中合同教科部会を実施したことで、

教科の専門性を高め、「個に徹する指導」

の推進を図ることができた。 

 

・飛騨市標準学力調査の経年評価の分析を

基に、指導方法改善の研究を推進するこ

とができた。 

 

・本事業を継続して実施する中で、保育園で

の小学校入学を見据えた教育・支援の重要

性も明らかになってきた。今後はさらに、

保小の連携をより強化し、飛騨市の保小中

一貫教育を目指したい。 

 

・平成29年度は、神岡小学校を市の指導方法

改善研究校に指定し、保小中でつけたい力

の系統性を明らかにした指導の工夫改善等

を図る。10月11日に公表会を開催する予定

である。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １０) 

                                                      飛騨市教育委員会・学校教育課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な
心
づ
く
り
・
健
や
か
な
身
体
づ
く
り
の
推
進 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
と
体
の
育
成 

 

○部活動各種大会補助金 

 

各部活動で予選大会等を

勝ち抜き、上位大会（岐阜

県大会以上）へ出場する際

の交通費や宿泊費を補助す

ることで、大会出場にかか

る保護者や個人の負担を軽

減し、出場選手が不安なく

練習・試合に取り組める環

境を整える。 

 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 １，２４１千円 

 
岐阜県大会以上の出場補助 
出場選手及び引率者１名分の交通費（バ

ス借上料、道路通行料等）、宿泊費、傷害
保険料、大会参加料の一部を補助する。（県
大会及び東海大会出場：補助率1/2以内、 
全国大会出場：補助率8/10以内） 
 
○補助対象 
・県大会出場   １５部活動  
 
・東海大会出場  ４部活動   
         古川中 陸上 
         古川中 柔道 
         神岡中 陸上 
         神岡中 吹奏楽 
 

 ・全国大会出場  ４部活動 

          古川中 柔道 

          古川中 スキー 

          神岡中 スキー ２ 

           

 

・チーム競技と個人競技では、出場のため

の交通手段に若干の差はあるものの例年

以上の成績を納めたことで相対的に負担

の軽減に繋がっている。 

 

・部活動においては、技術向上やチーム強化

のため、練習試合等の遠征や各協会・連盟

が主催する大会等へ出場する機会も多く

あり、これらの費用については現行制度で

は補助対象となっていないため保護者の

負担が大きいという声が聞かれた。このた

め、平成29年度においては、上位大会（岐

阜県大会以上）以外の大会出場や遠征実施

の際にも、補助の対象を拡充し、保護者の

費用負担を軽減するとともに各部活動の

活性化を図る。具体的には、上位大会（岐

阜県大会以上）以外の大会出場及び遠征

実施補助出場選手及び引率者１名分の交

通費（バス借上料、道路通行料等）の一

部（補助率1/2以内）を補助する。※１部

活動につき年間２回まで 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １１) 

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

社
会
教
育
関
係
団
体
と
人
材
の
育
成 

社
会
教
育
団
体
の
連
携
・
生
涯
学
習
活
動
を
支
え
る
人
材
の
育
成 

 

○社会教育委員 

 生涯学習を推進するた

め、社会教育委員を委嘱

し、社会教育に関する提言

や地域の社会教育活動へ

の助言、指導を行ってもら

う。 

 

 

○生涯学習推進会議 

 社会教育委員を中心に

子育て、青少年育成、文化

芸術振興、生涯スポーツ振

興の４部門で部会を組織

して関係団体の横の連携

を図り、情報共有等により

生涯学習事業の推進を図

る。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ６１９千円 

 

○社会教育委員委嘱事業 

 ・社会教育委員 １０名 

 ・社会教育委員の会 年４回開催 

 ・10/20～21 全国公民館研究集会 

    兼 東海北陸公民館大会 

    兼 岐阜県社会教育推進大会 

    兼 飛騨地区社会教育推進大会 

     会場：高山市 

 

○生涯学習推進大会 

 ・部会の開催（延 17回 開催） 

  地域ぐるみの青少年健全育成部会 

  子育てネットワーク部会 

  スポーツ振興部会 

  文化・芸術振興部会 

 ・生涯学習推進大会 

  3/11 古川町公民館 参加者：153 名 

  各部会活動報告 

  ノルディックウオークの紹介 

  講演会（堀内裕一朗氏） 

 

 

・社会教育委員活動においては、本年度全

国公民館研究集会が高山市で開催され、

隣接市として飛騨市も協力した。 

 

・生涯学習推進大会の各部会において会議

を開催し、関係団体間の情報共有ととも

に啓発活動を実施した。 

 

・生涯学習推進大会を開催し、市民の皆さ

んに各部会の活動を紹介し、社会教育の

重要性を訴えた。 

 

・推進大会において前年度より参加者(550

名)が大幅に減少したが、講演者の違いに

よるものと認識しており、大会そのもの

の参加者に大きな変動はないと捉えてい

る。 

 

・推進大会は、社会教育委員の数少ない発

表の場であるので、今後も動員を図りな

がら継続していきたい。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １２) 

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

生
涯
学
習
環
境
の
充
実 

市
営
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
運
営 

 

○公民館管理運営事業 

 

 市民の「学び・集い・つ

なぐ」場所となる生涯学習

の拠点となる公民館を維

持・運営することで、個人

や任意団体の生涯学習活

動の充実を支援するとと

もに、必要なニーズに基づ

き、既存公民館の整備を進

める。 生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ５２，８５１千円 

 

○公民館運営事業 

・ 古川町公民館、千代の松原公民館、河

合町公民館、宮川町公民館、神岡町公

民館の管理運営を行った。 

・ 大無雁、西忍、坂下、宮川町高齢者コ

ミュニティセンターを指定管理制度に

より地元で管理運営を行った。（指定管

理料０円） 

 

 

○公民館改修工事等（主な工事） 

・ 神岡町公民館下水道接続工事 

           4,590 千円 

・ 同公民館高圧ケーブル更新工事 

           1,264 千円 

・ 同公民館１階トイレ改修工事 

           4,320 千円 

 

 

 

 

・市民の憩いの場となっている公民館及び

コミュニティセンターを適正に管理運営

を行った。 

 

・コミュニティ施設については、地域の自

主性を高めるために施設の地元移管を進

める必要がある。 

 

・施設の老朽化等に伴う工事を実施した。 

 

・老朽化が著しい施設も多いため、利用状

況等を含めた現状把握に努め、必要性の

高いものから順次改修整備を行なってい

く。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １３) 

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
学
習
の
推
進 

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
機
会
の
提
供 

 

○公民館講座等開催事業 

 

 公民館講座、歴史講座

等、市民ニーズに答える学

習機会を提供し、ライフス

テージにあわせた生涯学

習を推進する。最終的に

は、誰もが「学び」誰もが

「教える」自主自立型の学

びの場を設け、学びを支え

る人材を育てる自主講座

へと繋げていく。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 １５３千円 
 
公民館講座  14 件  参加者 570 名 

歴史講座    2 件  参加者 136 名 

自主講座   49 件  参加者 475 名 

 

 

 

 

 

・古川町公民館では、自主講座を中心に事

業を進め、昨年並みの実績で推移した。 

 

・神岡町公民館では、夏休みの子供向けに

新たな公民館講座を開催し、相応の参加

を得ることができた。 

 

・公民館講座に対する市民ニーズを捉える

ため、参加者中心にアンケートを実施し、

求められている講座の開催に繋げる。さ

らに、講座の自主性を高めるため公民館

講座から自主講座への転換を推進する。 

 

・神岡町公民館では商工会議所の移転によ

り使用可能な部屋が増え、公民館活動が

より幅広く推進できることになったた

め、公民館講座の拡充を図る。 

 

Ａ 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １４) 

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

親
の
育
ち
を
応
援
し
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
家
庭
教
育
の
推
進 

家
庭
教
育
力
の
向
上 

 

○家庭教育推進事業 

 家庭が本来果たすべき

役割を改めて見つめ直す

機会となるよう、小中学生

の保護者が子どもの発達

段階に応じて、家庭教育の

意義と役割を保護者自身

が学習し、親子がふれあう

場を提供する。 

 

 

○乳幼児・幼児学級開催事  

業 

 市内に在住する乳幼児、

幼児の親子を対象に、子ど

もの成長にあわせた、段階

的な親の学びの場や親子

の交流の場を提供し、親が

主体となった学級の運営

を通じて、親の学びや成長

につなげる。 

 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ２，００７千円 

 

○家庭教育学級 

・全小中学校で実施 

実施回数 62 回 

 

○乳幼児学級 

・各町子育て支援センターで実施 

登録組数 233 組 実施回数 70 回  

参加者数 延べ 2,330 名 

 

○幼児学級 

・園児対象：各園で実施 

実施回数 18 回 合同講演会 １回 

 

 

 

・乳幼児学級については、子育て支援セン

ターの協力のもと事業を実施し、利用者

による人気も年々高まっているため、昨

年度を超える参加者があった。幼児学級

も予定どおり各保育園で開催された。 

 

・各校に家庭教育学級担当職員、各ＰＴＡ

に家庭教育学級担当を置き、計画的・継

続的な活動が展開された。 

 

・地域ごとに特色あるテーマを取上げ、親

子のふれあい活動とともに、子どもたち

がふるさとの素晴らしさを再確認する機

会となった。 

 

・各学級での縦の連携が弱いまま事業が進

められている。乳・保・小・中の連携に

よる効果を向上させるために共通認識を

持って事業を進めることとし、一堂に会

した協議の場を設ける。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １５) 

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

青
少
年
の
健
全
育
成
、
将
来
を
担
う
人
材
育
成
、
子
ど
も
会
活
動
の
活
性
化 

 

○青少年育成推進員委嘱

事業 

・ 家庭・学校・地域の連

携強化を推進員よって

進め、三者がお互いに

手を取り合い地域の青

少年育成活動を推進す

る。 

 

○飛騨市成人式開催事業 

・ 「おとなになったこと

を自覚し、みずから生

き抜こうとする青年を

祝いはげます」ことを

趣旨に実施する。 

 

○子ども会育成連絡協議

会補助事業 

・ 地域における子ども同

志の縦の繋がりを促進

する子ども会を支援す

る。 

 

生
涯
学
習
課 

 
〔Ｈ２８決算額〕 ２，０４５千円 
 
○青少年育成推進員委嘱事業 
 推進員（22 名）を中心に地域連携のた

めの青少年育成連絡協議会を組織し、各
町単位の部会で育成活動を実施した。 

 
 
 

○平成 29年飛騨市成人式 

 開催日：平成 29年１月３日 

（古川会場）出席者 164 名 

（神岡会場）出席者  71 名 

     合計 235 名 
 
○子ども会育成連絡協議会 

・子ども会員数 1,746 名 

  古川町 1,247 名  河合町 88 名 

  宮川町  32 名  神岡町 379 名 

 ・各町単位の活動 

  合同キャンプの実施（古川町） 

  ふれあい広場開催（河合町、宮川町） 

  合同球技大会の実施（神岡町） 

 

 

○青少年育成推進員活動事業 

・各地域（４部会）において、推進員を中

心に青少年の健全育成に向けて関係組織

等と共通認識を持ち、連携を取りながら

事業を進めることができた。 

 

・神岡部会では、夜間合同パトロールの実

施復活及びはじめて神岡飛騨獅子まつり

にて青少年育成啓発活動を実施した。 

 

○飛騨市成人式 

・河合、宮川、古川を一会場で実施し、古

川、神岡の二会場実施とした。市長参加

を軸に会場時間をずらして実施したが、

参加者からの要望もあり、次年度、実施

方法を見直す必要がある。 

 

○子ども会育成連絡協議会補助事業 

・子ども会育成連絡協議会を通じて、単位

子ども会や支部活動を支援した。 

 

・子どもの減少により運営が厳しくなって

いる単位子ども会に対して存続に向けて

の支援が必要となっている。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １６) 

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
学
習
の
推
進 

高
齢
者
の
学
習
機
会
の
提
供 

 

○高齢者学級開催事業 

 

 高齢者を対象に、ふれ合

いや学ぶ喜びを大切にし、

ふさわしい社会的能力を

高める場として高齢者学

級を開催する。 

 

 生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ２２２千円 

 

○高齢者学級 延べ 55回開催  

延べ参加者 1,865 名 

 

 ・寿大学（古川町） 

          登録者 108 名 

 ・シルバー学級（神岡町） 

          登録者 138 名 

 ・河合町、宮川町は、それぞれ 

       春と秋に年 2回開催 

 

     

 

・ 高齢者の引きこもり防止や生きがいづ

くりを目的とした高齢者学級を開催し、

学びの場を提供することで、高齢者も地

域の一員であることを再認識していた

だき、地域参加や地域貢献への意識高揚

を図った。 

 

・高齢者学級の参加者も年々増えているこ

とから、より参加しやすい学級とするた

めに、アンケート等によりニーズの把握

に努め、学級運営に反映していく。 

Ａ 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １７) 

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業 

 

○ スポーツ推進委員活動

事業 

市の体育事業を総合的

にコーディネートする

とともに、スポーツ活動

指導者の発掘・養成に努

め、資質の向上を図る。 

 

○ スポーツ団体育成事業 

市内のスポーツ団体に

対し支援を行う。 

 

○ スポーツ行事推進事業 

 市内のスポーツ行事を

継続するため支援する。 

 

○ ノルディックウオーキ

ング普及事業 

誰でも親しみやすいス

ポーツとして普及活動

し、運動人口の底上げを

図る。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ８，２９９千円 

 

○スポーツ推進委員 33名を委嘱 

 ・研修会等への参加（5回） 

 ・地区スポーツ行事への協力（8行事） 

 

○スポーツ団体育成事業 

 飛騨市体育協会、飛騨市スポーツ少年

団、飛騨シューレ 

 

○スポーツ行事推進事業 

 剣道錬成会及び剣道アカデミー、ＦＣ岐

阜サッカー教室、山之村だいこんマラソ

ン、古川町元旦マラソン、スポーツフェ

スティバル 他 

 

○ノルディックウオーキング普及事業 

 ノルディックウオーキング教室 ５回開催 

 競技用ポール購入 30 組 

 

○スポーツ推進委員活動事業 

・ 各地区のスポーツ行事を支援し、推進

することで、地域スポーツの活性化を

図るとともに、研究会に積極的に参加

して資質の向上に努めた。 

 

○スポーツ団体育成事業 

・ 市内のスポーツ団体を支援し、各種大

会への参加や競技力の向上を図った。 

 

・ 高齢化等による指導者、会員不足が生

じてきている。横のつながりを強化し

て課題に対応していく必要がある。 

 

○スポーツ行事推進事業 

・ 各地区における伝統的なスポーツ行事

を支援することで、スポーツによる交

流促進、地域活性化を図った。 

 

○ノルディックウオーキング普及事業 

・ 初年度としては、一定の成果があった

と感じている。今後も継続して推進し

ていく必要がある。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １８) 

                                                      飛騨市教育委員会・生涯学習課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実 

市
有
体
育
施
設
の
管
理
運
営 

 

○体育施設管理運営事業 

 

市民が真摯にスポーツに

勤しめるよう、体育施設を

適正に管理運営し、必要な

ニーズに応じて改修等を

行うことで安心安全な体

育施設を維持管理してい

く。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２８決算額〕 ５２，１６９千円 

 

○体育施設管理事業 

 体育施設   18 施設（指定管理１） 

 グラウンド  21 施設（指定管理２） 

       の維持管理、運営を実施 

 

 

○体育施設改修工事（主な工事） 

 ・サンスポーツランド古川野球場 

      スコアボード改修工事 

             1,137 千円 

 ・古川トレーニングセンター 

        電気設備修繕工事 

             5,556 千円 

  

 

 

 

・市民のスポーツ活動の拠点となっている

市有体育施設およびグラウンドについて

適正に管理運営を行った。 

 

 

 

 

・ 施設の老朽化等に伴う工事を実施した。 

 

・ 老朽化が著しい施設も多いため、利用状

況等を含めた現状把握に努め、必要性の

高いものから順次改修整備を行なって

いく。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 １９) 

                                                      飛騨市教育委員会・文化振興課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術
の
推
進 

文
化
や
芸
能
に
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供 

 

〇文化振興補助事業 

・地域における文化及び芸

術の振興を図るため文

化・芸術活動を行う団体

の企画事業に補助を行

う。 

 

〇文化団体補助事業 

・飛騨市美術展開催補助事

業は、主管を文化協会に

依頼し、感性豊かな作品

を一般から広く募集し、

公開することで文化振

興を図ることを目的と

する。 

生
涯
学
習
課
（
文
化
振
興
課
） 

〔Ｈ２８決算額〕２２,０８９千円 
〇市民に文化や芸術にふれあう機会を提
供するため、文化関係団体と連携し、市
民主体で行われる文化活動や文化交流
を支援した。郷土愛を育み文化活動の支
援と地域文化を支える人材の育成を行
い、市内における幅広い分野での芸術、
文化活動の普及を図った。 

 
・NPO文化村：１４,５００千円 
延べ来場者：  ６,２０９名 

・船  津  座： ４,７２５千円 
延べ来場者： １,５０６名 

・その他5事業： ２,８６４千円 
延べ来場者：   ８２６名 

 
〔Ｈ２８決算額〕７４０千円 
〇飛騨市美術展開催補助事業では、感性豊
かで優れた作品を広く一般募集を行い
し、公開することで市民の作品発表の場
を提供し文化意識の浮揚を図った。 

・出展数１４０点、来館者数５３２名 
 
〇富山市との文化交流事業として「飛越交

流展」を開催し、地域間交流により、豊

かな文化・芸術への感性を育むことがで

きた。開催期間：２月 25日～３月 20日 

期間中の来館者：６６２名 

〇補助申請の企画イベントの中には当該地

域の恒例行事となっているものがあり、

内容が前年度のものと同一となっている

事業が見受けられ、結果として来場者の

固定化が感じられる。新規来場者が増加

し広がりをみせるような創意工夫を凝ら

し、幅広い層の市民が来場することが望

ましいと考える。 

 

〇芸術文化の発展を推進するためには、発

表の場の提供が必要と考えている。長年

補助制度の実務を経験している市文化協

会による「市美術展」の開催は、市民の

文化芸術の振興に大いに寄与している。 

 

〇飛越交流展について、平成 28 年度は飛騨

市美術館にて開催し、文化芸術面での交

流を通じ、文化芸術活動への相互刺激や

活性化を図ることができた。 

Ａ 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２０) 

                                                      飛騨市教育委員会・文化振興課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

図
書
館
事
業
の
推
進 

図
書
館
の
充
実 

〇神岡図書館蔵書拡充事

業 

 

〇図書館購入等事業 

 

・誰もが気軽に利用できる

図書館を目指し、利用者

ニーズにマッチした選

書や質の高いレファレ

ンス（調べもののお手伝

い）サービスを提供する

とともに利用者の掘り

起しを目的とした各種

イベントを開催するこ

とで更なる利用者数の

向上を図る。 

生
涯
学
習
課
（
文
化
振
興
課
） 

〔Ｈ２８決算額〕４,９５１千円 
増書拡充：２,９２１冊 

 
・平成28年６月に神岡図書館のリニューア

ル移転に伴い、蔵書の新規購入及び蔵書
数の拡充を行った。また、オープニング
イベントを実施することで、主に神岡地
区の住民に幅広く来場を促し、神岡図書
館の機能が大幅に向上したことを認知
することができた。 
貸出者数が５,１１６名から８,４４５

名へ増加（約１.６倍）した。（平成 27・

28 年度の６月から８ケ月間を比較）  
 
〔Ｈ２８決算額〕７,９４０千円 
・図書館利用者のニーズに合った図書選書

や本のリクエスト購入に努め、魅力のあ
る蔵書を揃えた図書館を目指した。 
また、蔵書の更新に合わせ図書館利用

者の掘り起こしを目的とした歴史講座
やジャズ演奏等の新しい企画を実施し、
イベント実施回数及び参加者は、延べ３
８回で約１,８００名にのぼった。 
蔵書等購入数：４,１５３冊 

 

・図書館は全ての市民が共有の財産である

資料や情報を利用することができ、豊か

な暮らしと学習に役立つ資料や情報を有

することが求められる施設であると考え

る。 

市民が求める多様なニーズに応えるべ

く、魅力のある蔵書の図書構成に心掛け、

文化情報の発信や個々に応じた学びや課

題の解決を支援する図書館とするため、

県図書館等で行われる研修に積極的に職

員を受講させ、レファレンス対応時のス

キルアップを目指す。 

 

Ａ 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２１) 

                                                      飛騨市教育委員会・文化振興課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
の
歴
史
や
文
化
財
の
保
護
と
継
承 

伝
統
芸
能
と
伝
統
文
化
の
継
承 

 

〇ユネスコ無形文化遺産

登録推進事業 

 

・「古川祭の起し太鼓・屋

台行事」の登録に向けて

高山・大垣・高岡・南砺

市など県内外の自治体

と連携を深め活動を推

進した。 

登録の決定を機に単に

古川祭に焦点を当てる

ばかりではなく、歴史

学・民俗学・社会科学・

建築学等の視点から、祭

を中心とする住民の生

活や文化・町づくりにお

いて研究の土台づくり

を行う。 

生
涯
学
習
課
（
文
化
振
興
課
） 

〔Ｈ２８決算額〕２,９４６千円 
〇「ユネスコ無形文化遺産登録記念イベン

ト」の開催 

 

・飛騨市ユネスコ無形文化遺産登録記念事

業実行委員会を組織し、登録記念イベン

トを実施した。 
 
期日：12月 3日 場所：まつり広場 

来場者数：約１,２００名 
 
〔Ｈ２８決算額〕４,４９０千円 
〇ユネスコ無形文化遺産登録記念「飛騨市

山・鉾・屋台連合フェスティバル」の開

催 

・ユネスコ無形文化遺産に同時登録され

た、高岡市、魚津市、南砺市、七尾市、

大垣市、高山市の近隣６都市を飛騨市に

招へいし、各保存会代表による意見交換

会やそれぞれの「山・鉾・屋台行事」を

披露するとともに、地場産品の展示や即

売会等、観光ＰＲを併せて行った。 

期日：2月 18日 場所：文化交流セン

ター  来場者数：約３,０００名 

 

・飛濃越能”山・鉾・屋台”連合フェステ

ィバルを開催したことにより、これまで

無かった無形文化遺産を核とした相互連

携の構築や遺産の保存・継承などの情報

交流の場となった。 

また、全国に向けた「古川祭の起し太

鼓・屋台行事」の情報発信ができたこと

は、大きな収穫となった。 

 

・ユネスコ無形文化遺産登録を目指してき

たこれまでの取り組みを踏まえ、今後も

市民協働による無形文化遺産の継承を支

援し、郷土に誇りや愛着を持つことがで

きるよう文化財保護に取り組んでいきた

い。 

Ａ 

 



 

 

様式第２号（第４条関係） 

 事務事業の執行状況 点検評価シート(事業番号 ２２) 

                                                      飛騨市教育委員会・文化振興課 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２８年度の目標 担当課 

平成２８年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

文
化
施
設
・
文
化
交
流
施
設
の
充
実 

美
術
館
の
運
営 

 

〇「君の名は。」企画展事 

業 

 

・映画「君の名は。」の大

ヒットに伴い、飛騨市が

映画に登場する一部風

景のモデルとなったこ

とから、同展覧会を本市

に誘致し、更なる飛騨市

の知名度の向上を図る。 

生
涯
学
習
課
（
文
化
振
興
課
） 

 
〔Ｈ２８決算額〕７,４０８千円 

・本作品の制作にかかる貴重な資料（企画

書や絵コンテ、作画レイアウト図等の制

作資料約 300 点）を展示することで、来

館者に映画の世界を余すことなく紹介

した。 

・期間：平成 29 年１月７日～２月 19 日 

場所：飛騨市美術館 

入館者数：１０,１７０名 
 
〔Ｈ２８決算額〕６９３千円 

・企画展の期間中、映画に登場した「組紐」

を体験できるコーナーを隣接会場に設

置するため、組紐文化が盛んな三重県伊

賀市に出向き組紐の技法を習得し、全国

から聖地巡礼に訪れた観光客に飛騨市

ならではの「おもてなし」を行った。 

組紐体験者：６６０名 

 

・「君の名は。」の企画展示を実施するに当

たり、来館者には展示物を観覧していた

だくだけではなく、映画の中に登場する

「組紐シーン」を疑似体験できるコーナ

ーを設けるなどの趣向を凝らしたとこ

ろ、体験者からより、リアル感が得られ

たとの好評との声（意見）をいただいた。 

また、１万人を超えた入館者実績は、

市美術館開館以来の新記録であり、飛騨

市の知名度の向上と地域経済の好循環に

寄与した。 

Ａ 

 


